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渡
辺
　
敏
光 

議
員

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問　
一
般
会
計
の
歳
入
が
調
定

額
の
94
・
６
％
で
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

企
画
部
長　
収
入
未
済
額
42
億

余
円
の
う
ち
、
市
税
が
約
80
％

の
34
億
円
を
占
め
て
お
り
、
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

問　
収
納
率
の
低
下
の
理
由
は

何
か
。
市
民
の
生
活
状
況
は
ど

う
な
の
か
。

税
務
担
当
部
長　
雇
用
状
況
の

悪
化
で
収
入
が
減
り
、
職
を
失

う
人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
捉
え
て
い
る
。

問　

歳
出
予
算
の
執
行
率
は

92
・
６
％
で
あ
っ
た
が
、
低
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
部
長　
年
度
の
途
中
に
執

行
抑
制
を
指
示
し
、
事
業
費
の

節
減
を
求
め
た
た
め
で
あ
る
。

効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
の
執

髙
山
　
和
義 
議
員

平
塚
市
地
域
防
災
計
画

改
訂
素
案
に
つ
い
て

問　
公
共
施
設
に
お
け
る
机
や

コ
ピ
ー
機
な
ど
の
固
定
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
市
庁
舎

で
は
固
定
具
を
使
う
な
ど
の
対

策
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
幼
稚

園
や
小
・
中
学
校
で
は
夏
季
休

業
中
に
点
検
を
実
施
し
た
。

問　
歩
道
橋
な
ど
の
耐
震
補
強

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
本
市
が

管
理
す
る
８
橋
は
、
今
年
度
で

耐
震
補
強
が
完
了
す
る
。

問　
市
営
住
宅
を
津
波
避
難
ビ

ル
に
指
定
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
廊
下
が

狭
く
、
退
避
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

で
き
ず
、
建
物
も
古
い
な
ど
の

理
由
で
指
定
し
て
い
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
海
岸

付
近
の
市
営
住
宅
は
、
お
お
む

ね
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

問　
津
波
浸
水
想
定
区
域
な
ど

で
は
、
地
域
に
応
じ
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
撫
子
原

地
区
で
は
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
た
避
難
訓
練
を
実

施
し
た
。
千
石
河
岸
自
治
会
で

は
10
月
に
図
上
訓
練
を
行
う
な

ど
、
順
次
実
施
す
る
。

問　
水
門
の
遠
隔
操
作
化
と
新

港
へ
水
門
を
設
置
す
る
考
え
は
。

い
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
市
内
の
施
設
に
大
き
な

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。
単
純

に
県
営
住
宅
を
市
に
移
管
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

問　
補
助
金
の
凍
結
・
廃
止
な

ど
に
よ
る
影
響
は
あ
る
か
。

市
長　
影
響
額
を
平
成
23
年
度

の
歳
入
決
算
額
で
見
る
と
17
億

５
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
小
児

医
療
費
の
助
成
、
保
育
所
運
営

の
補
助
な
ど
が
問
題
と
な
る
。

問　
県
に
対
し
て
中
止
を
要
請

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
町
村
の
負
担
が
増
え

る
よ
う
な
補
助
金
の
削
減
は
す

防
災
危
機
管
理
部
長　
遠
隔
操

作
化
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
取

り
組
む
。
新
港
に
つ
い
て
は
周

辺
整
備
計
画
と
の
整
合
を
図
る
。

問　
建
築
物
の
耐
震
補
強
工
事

の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
木
造
住

宅
の
耐
震
化
の
状
況
は
、
耐
震

診
断
が
51
件
、
耐
震
補
強
工
事

が
16
件
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
予
防
は
13
件
、

生
け
垣
の
設
置
は
11
件
で
あ
る
。

「
神
奈
川
臨
調
」

中
間
意
見
へ
の
見
解
は

問　
県
の
施
設
や
住
宅
の
、
統

廃
合
や
民
営
化
の
方
針
が
出
て

総括
質問
主な質問と答弁

9
月
定
例
会

べ
き
で
は
な
い
。
市
民
の
代
表

と
し
て
強
く
要
望
す
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
を

問　
経
済
活
性
化
と
耐
震
補
強

を
進
め
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　
す
で
に
耐
震
化
事

業
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
際
の

減
税
な
ど
が
あ
る
。
勤
労
者
生

活
資
金
貸
付
制
度
も
拡
大
し
た

の
で
、
今
は
考
え
て
い
な
い
。

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

問　
公
立
幼
稚
園
と
保
育
園
の

統
合
の
計
画
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
10
月
を

目
途
に
方
向
性
を
ま
と
め
る
。

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

９月定例会の質問者と主な質問項目 （　 ）内は質問時間
内堀　祐一：湘南フォーラム（30分）
１　市長に問う
　⑴　平成２３年度決算について
　⑵　財政の展望について
２　教育長に問う
　⑴　いじめについて
　⑵　奏プランについて
３　平塚市地域防災計画から
　⑴　風水害対策について
　⑵　地震対策について
　⑶　災害時要援護者対策について
４　見附台周辺地区土地利用計画の整備方針
　について
坂間　正昭：清風クラブ（25分）
１　公民館のまちづくりセンター化について
２　減災対策について
　⑴　消防団と水防団の連携
　⑵　避難所運営
３　道路および歩道整備について
　⑴　幹線道路整備、安全な通学路
４　平塚市市街化調整区域の土地利用方針
　⑴　今後の土地利用の方向性
５　耕作放棄地対策と鳥獣害対策
秋澤　雅久：公明ひらつか（30分）
１　議案第６７号　平成２４年度平塚市一般
　会計補正予算
　⑴　ツインシティ整備推進事業について
２　日産車体㈱湘南工場第１地区跡地利用に
　ついて
３　平塚市地域防災計画（地震災害対策計画）
　改訂素案について
４　平成２４年度平塚市事業仕分けについて
５　諸課題
　⑴　通学路の安全確保について
　⑵　公益財団法人の体制について
金子　修一：平塚自民クラブ（30分）
１　平塚市小・中学校の教育力向上について
　⑴　学力向上への取り組み

　⑵　学力向上へのプロジェクトチーム創設
　⑶　中学校給食実施への取り組み状況
　⑷　教育委員会委員の役割と公募制の導入
２　公益財団法人平塚市文化スポーツまちづ
　くり振興財団について
　⑴　公益財団法人認可前後の問題点
３　平塚市の業務委託入札と最低賃金法との
　関連及び市内業者育成について
４　湘南ひらつか七夕まつりについて
　⑴　実行委員会のあり方、行政の支援体制
髙山　和義：日本共産党平塚市議会議員団（25分）
１　市長に問う
　⑴　平塚市地域防災計画（地震災害対策計
　　画）改訂素案について
　　ア　減災に向けたまちづくり
　⑵　「神奈川臨調」中間意見に対する市の
　　見解
２　住宅リフォーム助成制度の創設
３　国が進める「幼保一元化」に対する市の
　考えについて
出村　光：湘南フォーラム（25分）
１　三大事業の進捗状況と課題
　⑴　新庁舎建設事業
　⑵　次期環境事業センター整備事業
　⑶　市民病院整備事業
２　土地区画整理事業について
　⑴　真田特定土地区画整理事業
　⑵　ツインシティ整備計画の進め方
３　平成２４年度平塚市事業仕分け
　⑴　仕分け結果をうけて
吉野　和美：清風クラブ（20分）
１　農業政策について
２　平塚市地域防災計画の改訂について
３　消防本部に問う
　⑴　消防活動計画と初動対応について
４　教育委員会に問う
　⑴　地域防災計画と学校安全・防災計画の
　　整合性について

鈴木　晴男：公明ひらつか（20分）
１　学校の環境について
　⑴　いじめ問題、学校給食
２　平塚市民病院経営計画から
３　新庁舎建設について
４　消防・救急無線のデジタル化について
５　駐輪場の料金設定について
６　屋根貸しについて
臼井　照人：平塚自民クラブ（22分）
１　見附台周辺地区土地利用計画‐整備方針‐
　（素案）
２　低炭素社会構築に向けた取り組み
３　諸課題
　⑴　国からの交付金について
　⑵　中学校の武道必修化について
渡辺　敏光：日本共産党平塚市議会議員団（14分）
１　認第１号　決算の認定について
　⑴　一般会計の歳入・歳出の状況
　⑵　財政分析指数から、県内他市との比較
２　平成２４年度平塚市事業仕分けについて
　⑴　今回の事業仕分けをどう評価するか
小泉　春雄：湘南フォーラム（20分）
１　課題解決に向けて
　⑴　平塚駅のバリアフリー
　⑵　通学路の安全対策
　⑶　幹線道路の右折帯
数田　俊樹：清風クラブ（20分）
１　若者の社会参画
　⑴　市政への関心と投票率の向上
　⑵　市民活動
２　防災・減災対策
　⑴　津波ハザードマップについて
　⑵　オレンジフラッグの活用
　⑶　総合防災訓練について
小笠原　千惠美：公明ひらつか（15分）
１　がん検診の受診率向上にむけて
　⑴　がん検診の現状と取り組み
　⑵　胃がん検診に血液検査の導入を

２　児童虐待防止について
　⑴　現状と課題
　⑵　児童虐待防止にむけた取り組み
山原　栄一：湘南フォーラム（16分）
１　待機児童解消に向けて
　⑴　現状と今後の見通し
　⑵　待機児童の対策、幼保一元化
　⑶　「待機児童ゼロ計画」の策定
２　市制施行８０周年を記念して、伊豆市と
　友好都市提携を
高橋　紀英：無所属（19分）
１　平成２４年度平塚市事業仕分け
　⑴　ＣＡＴＶ湘南チャンネル提供番組制作
　　事業
　⑵　青少年団体育成事業
２　中学校の諸課題
　⑴　完全給食の実施
　⑵　部活動の充実
江口　友子：無所属（20分）
１　平塚市の自殺総合対策
　⑴　市長に、自殺対策強化にむけた具体的
　　指示と来年度予算編成について問う
　⑵　平塚市民のこころと命を守る条例の
　　「市の責務」
　　ア　全市役所職員のゲートキーパー研修
　　イ　自死遺族支援
片倉　章博：無所属（20分）
１　学校給食について
２　スポーツタウンひらつかをめざして
３　諸課題
　⑴　法務局証明書発行請求機の設置
　⑵　平塚市市街化調整区域の土地利用方針
　⑶　平成２４年度平塚市事業仕分けから
　⑷　機構改革（組織）
鈴木　亜紀子：無所属（13分）
１　外国人住民の生活支援について
　⑴　入管法改正に伴う課題
　⑵　情報発信とネットワークづくり

行
で
歳
出
の
削
減
に
努
め
た
結

果
で
あ
り
、
予
定
し
た
事
業
は

十
分
に
実
施
で
き
た
。

問　
自
治
体
の
財
政
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
に
つ
い

て
、適
正
範
囲
を
「
70
～
80
％
」

と
す
る
考
え
は
実
態
に
合
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
部
長　
繰
出
金
や
、
義
務

的
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
増
加

し
続
け
る
状
況
で
あ
り
、
適
正

範
囲
の
判
断
は
難
し
い
と
考
え

る
。

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

問　
「
構
想
日
本
」
に
よ
る
事

業
仕
分
け
を
実
施
し
た
理
由

と
、
そ
の
評
価
を
伺
う
。

企
画
部
長　
事
業
の
見
直
し
に

は
、
仕
分
け
に
精
通
し
た
評
価

者
を
加
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
判
断
し
た
。
仕
分
け
を
行
っ

た
20
事
業
の
う
ち
19
事
業
で

「
廃
止
ま
た
は
見
直
し
を
す
べ

き
」
と
判
定
さ
れ
た
こ
と
は
大

変
厳
し
い
結
果
で
あ
る
。

平塚市議会WEB
　市議会ホームページでは日々ので
きごとを紹介する「ひらつか市議会
ダイアリー」などで議会の情報を発
信しています。そのほか、議員の構
成や市議会のしくみなどを紹介して
います。ぜひご覧ください。

■会議録のご案内
　市議会での詳細な審議内容を「会
議録」としてまとめています。9月
定例会の会議録は11月中旬に市議会
ホームページに掲載します。

平塚市議会 検索⬅


